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＜2030年の SDGs達成に向けた経営方針等＞ 

「UshiDGｓ」を掲げ、人、牛、自然が共生する持続可能な畜産経営を目指し、環境保全と資源循

環に努めながら、安全で高品質な牛を生産します。地域と連携し、働きやすく誇りの持てる職場

づくりを推進するとともに、ＳＤＧｓの理念を実践し、次世代へ豊かな食と環境をつなげていく。 

 

＜今期の SDGsに関する重点的な取組，指標及び実績＞ 

三側面 取組の状況 前期の指標 実績 

☐環境 

☐社会 

経済 

ＵｓｈｉＤＧｓにより付加価値により、牛

肉のうま味、脂肪の質が向上。良質

な堆肥が製造でき、堆肥販売の量が

増えている。 

牛肉販売は相対、

輸出での販売先が

増えている。 

牛肉販売は相対での

販売。また、輸出もド

イツやシンガポール

などに行っている。堆

肥販売は委託し量販

店で販売中。 

環境 

☐社会 

☐経済 

植樹、ツタの葉育成は現状維持中。

食品残渣である黒酢の絞りかす、もろ

み等を再利用飼料としているが、設備

投資やコストの面で 5 割は利用出来

ていない。堆肥は牛糞堆肥、有機肥

料として販売している。 

台風や猛暑の影響

で植樹が枯れたり、

ツタの葉が枯れたり

などが見られた。 

堆肥は牛糞堆肥、有

機肥料として委託販

売として量販店で販

売中。 

☐環境 

社会 

☐経済 

関連会社である「nixy」などと共同して

ＳＮＳでの情報発信、ＴＶ、雑誌等での

取材を通して情報発信や食育面での

協力を行っている。 

SNS、ＴＶ、雑誌等を

通して、国内外問わ

ず、取材依頼や来

訪するお客様等の

問い合わせが多く

なった。 

ＳＮＳを通して情報を

発信中。関連会社と

一緒に大阪万博の

販促イベントなどに

出展。 

・ 「取組の状況」には，前回登録申請した際の重点的な取組の実施状況やと指標の達成状況を記載してくだ

さい。指標が未達成の場合は，その理由等も記載してください。 

 

＜今期の評価＞ 

ＵｓｈｉＤＧｓの付加価値で、肉質の向上につながり、取引先の企業、関連会社である「中山亭」の

お客様が増えるなどし相乗効果が得られた。 

緑化に関しては植樹、ツタの育成が上手くいかなかった為、複数の造園業などの専門家からアド

バイスや意見等を受けることが必要だと感じた。 

 

・ ＳＤＧｓの取組全体について，今期の振り返りや来期の展望などを記載してください。 

 

＜次期の SDGs達成に向けての重点的な取組，及び指標＞ 

三側面 SDGsに関する重点的な取組 
指標 

（更新時に向けた数値目標） 

☐環境 

☐社会 

経済 

ＵｓｈｉＤＧｓによる、付加価値での牛肉や堆肥の

販売先の拡大。 

ＵｓｈｉＤＧｓ共感での牛肉、堆肥

販売に関して現状維持ではなく、

販売先を増やす。（現在 10 件→

20件目標） 

環境 

☐社会 

☐経済 

ツタの葉による緑化の拡大。牛糞を使用した堆

肥、有機肥料製造による化学肥料の削減。 

壁面のツタの葉育成による緑化

の拡大。。牛舎内 2棟のツタの葉

育成に取り組む。 
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☐環境 

社会 

☐経済 

関連会社である「nixy」などと共同しての情報の

発信。 

ＳＮＳを利用しての情報発信をし

うしの中山グループ全体のＳＮＳ

フォロワーを現在 4000～7000 に

増やす。） 

国内外、問わず販促イベント等

の出展は続ける。 

・ 「SDGs に関する重点的な取組」には環境・社会・経済の三側面の全てについて，重点的な取組みを記載し

てください。なお，取組みが複数の分野に該当する場合は，それぞれの分野にチェックを入れてください。 

・ 「指標（更新時に向けた数値目標）」には，それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に，更新

時までの数値目標を記載してください。 

 
＜ＳＤＧｓ達成に向けてのパートナーシップ＞ 

㈱うしの中山志布志牧場、㈱nixy、㈱マルタイ、㈱ワダツミ農園、博報堂九州、㈱ＴＮＣなど 

・ 「パートナーシップ」には，企業や NPO法人，行政など関係機関との連携があれば記載してください。 


